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						電子情報システム工学科とは？

						「電気電子」「通信」「コンピュータ」などの各分野をまたぐプログラムで、

						個々の学生の専門的興味と将来の進路に合わせた

						履修選択の自由度が向上した教育プログラムを提供しています。

						学科紹介を見る
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										通信システムプログラム
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									情報システムプログラム

								
							

						

					

				

				
					
						
							研究紹介


	
		
							
							
							[image: ]
							役に立つ情報通信・組込システム　あなたも使いたくなる！

						
	
							
							
							[image: 緑色光電容積脈波センサを用いた多点脈波計測システム。心拍数や自律神経活動を推定することで健康管理に役立てられる]
							医療と工学の融合：工学の力で健康社会を創る

						
	
							
							
							[image: ]
							新しいナノ材料と薄膜化技術で次世代の発光・光発電・センサなどを実現する！

						
	
							
							
							[image: 左上：層状物質の二硫化モリブデン(MoS2)結晶 右上：機械的剥離により作製した単層MoS2膜(厚さ0.6 nm) 左下：MoS2膜をチャネルとした電界効果トランジスタ(FET)。 　　　電極以外二次元材料で構成。 右下：MoS2 FETの伝達特性]
							特異性質を示す新材料探索と光電子素子の検討　電気電子工学の新たな基盤技術を開拓

						
	
							
							
							[image: Evolutionary computation is used to find optimal solutions to multi-objective, large scale, complex optimization problems]
							進化計算、多目的最適化、最適化の応用

						
	
							
							
							[image: 形式的安全性検証ツールProVerifによるCBCのパディングオラクル攻撃導出(抜粋)]
							情報セキュリティの基礎理論　暗号・論理・数理で実現するSociety 5.0

						
	
							
							
							[image: ソフトウェアの設計モデルに対して、ユーザビリティを高める各種技術をどのように連携するかを整理した図： 主なキーワード：画面遷移設計、ユーザビリティパターン、 プロトタイプ、操作ログ、シミュレーション、機械学習]
							モデル駆動なソフトウェア工学：使い易くて安全なソフトウェアを設計しよう！

						
	
							
							
							[image: 要求仕様からの機械学習自然語解析を用いた要求検証]
							機械学習とソフトウェア開発：「設計書」から「コード」まで

						
	
							
							
							[image: デジタル・ドローイング（デジタルペンを用いたドローイング）を自動解析し、アドバイスを生成[美術専門学校との連携研究] ]
							Learning Technology / Learning Science : 身体知を、工学的に、科学する！

						
	
							
							
							[image: ノルウェーのトロムソにあるEISCATレーダ観測施設に設置した高出力ナトリウムライダーのレーザーの一部。レーザー波長の超精密制御を行う。]
							レーザー技術を用いて地球大気と宇宙との境界領域を探る！極域大気変動を計測

						
	
							
							
							[image: Studying the successes and failures of research work in groups, with men and women from various countries, helps students develop strong professional communication skills.]
							Developing professional communication skills in students

						
	
							
							
							[image: 連星進化の一例。恒星は最初は太陽のように水素の核融合で燃えている。その水素が枯渇すると赤色巨星といった異なる進化段階へと進化していく。その果てに超新星爆発を起こし、中性子星やブラックホールといった不思議な天体が宇宙空間に残っていく。そして、連星の進化過程で超新星爆発やX線連星、重力波放射といった多種多様な天体現象が起こっていく。]
							宇宙の星々の運命を探る

						
	
							
							
							[image: ソーシャルグルーミングを用いた情報通知エージェント。 ディスプレイの裏からスマートフォンが動いて姿を表すことで情報を通知。 ]
							人と人工物の以心伝心デザインとデータ駆動型の農業：アグリテック

						
	
							
							
							[image: Raspberry Piに無線信号処理を実装した可視光通信実験]
							理論を追求し、手軽で効率の良いデジタル無線通信の実現を目指す！

						
	
							
							
							[image: Xilinx社のFPGAを搭載するボード（ZYBO）。このような機材で設計した回路を動作させて実験、評価を行う。 ]
							カスタムコンピューティングで世の中をもっと便利に

						
	
							
							
							[image: 炭化ケイ素（SiC）や窒化ガリウム（GaN）パワー半導体の登場によってシリコン（Si）パワー半導体では困難であった電源システムの小型軽量化・高効率化が可能になったものの・・・、さらなる進展のためには革新的な低損失／高周波磁性材料の開発が必須！！]
							磁気技術によって脱炭素化に貢献！

						
	
							
							
							[image: フリーピストンリニア発電機はリニア発電機を利用し、クランクやカムといった動力変換機構が不要となるため、効率改善への期待が大きい。]
							自動車社会の未来を拓く フリーピストンリニア発電機

						
	
							
							
							[image: 測定ボードと集積回路チップ。設計した集積回路試作チップに対して、仕様通り動くかどうかの検証を、測定により確認する ]
							集積回路設計技術が切り開く未来：新たなサービス、産業の創出を目指して

						
	
							
							
							[image: 画像合成によるノイズ除去。フラッシュ画像（左）の模様とノンフラッシュ画像（中央）の色合いを合成して作り出された画像（右）]
							暗闇や逆光でも綺麗に撮影。失敗しても後から修正

						
	
							
							
							[image: ]
							次代システムを支える電子部品の開発 ～Society5.0や次世代モビリティ用のハードウェア技術～

						
	
							
							
							[image: 当研究室および共同研究企業で育成した機能性単結晶 サファイアやシリコンなどの半導体単結晶育成を実現]
							半導体・酸化物機能性単結晶の育成と評価・解析を通じて産業界や環境への貢献を目指す

						
	
							
							
							[image: 【ビームフォーミングによる周波数共用の実現】 左図：早朝の時間帯は駅周辺が混雑することを認識（コグニティブ）して、アンテナビームを駅周辺に集中することで、新たに別の場所に空き周波数（WS）を確立可能。 右図：実際には電波の反射・屈折を考慮にいれたWS特定技術が必要]
							あらゆるモノをインターネットへ接続するコグニティブ無線と無線センサネットワーク

						
	
							
							
							[image: 鉄道分野での環境磁界発電概念図]
							電磁界現象を利用した異能vation研究

						
	
							
							
							[image: 進化計算による大規模・多数目的最適化問題解法のイメージ＝複雑化したシステムの設計・管理・運用における最適オプションを導き出す]
							『画像処理』、『３次元データ処理』から『進化計算による多目的最適化』の研究

						
	
							
							
							[image: 超高エネルギーな宇宙線の観測には、３m望遠鏡が数十台も必要だ]
							Observation Technology for Cosmic-ray: 宇宙観測を推進するのは技術だ！

						
	
							
							
							[image: 悟性のないところに情報は存在しない。情報の本質はデジタルであり、不連続である。情報の本質は数式の向こうに透けて見える。]
							情報伝送を数理科学で解き明かし、人知の及ぶ限界を見極める

						
	
							
							
							[image: 【脳波を利用したインタフェースのシステム構成図】 特定の刺激を意識したことを脳波から察しようとする試み]
							自然なヒューマンコンピュータインタラクションを目指して

						
	
							
							
							[image: 薄膜太陽電池の基本構造（太陽電池となる部分の厚さが数ミクロン程度です）]
							化合物系薄膜太陽電池 及び 薄膜新材料の研究

						
	
							
							
							[image: 【ソフトウェア工学分野の最高位の国際会議】 International Conference on Software Engineeringで発表しました。 この論文のように国際的な共同研究で研究を進めています。]
							持続可能なソフトウェア開発：ソフトウェアエコシステムの分析と実験

						
	
							
							
							[image: 圧電セラミックスの作製。プレス機を使って、粉末をペレット状に成型(左図)し、炉に入れ(右図)、1000℃以上で焼成することでセラミックスが得られる。]
							力を電気に、電気を変位にかえる　環境にやさしい圧電材料を目指して

						
	
							
							
							[image: 「スキーレンタル問題」は、例えばモバイル端末において「1分操作がなければバックライト消灯」などのモードを選ぶことと表裏一体。]
							見えない未来の攻略法

						
	
							
							
							[image: 画像とテキストなど異なる種類の情報（マルチモーダル情報）を統合・表現する空間を学習により獲得]
							機械学習に基づき、多様な情報を表現・理解する能力の獲得を目指して

						
	
							
							
							[image: ピアノの演奏時に、次に弾くべき鍵盤の位置、使用する指などの情報を複合現実で可視化したシステムである。]
							複合現実による学習支援 ～VR・AR・MRを用いたインタラクションの世界～

						
	
							
							
							[image: CADツールを用いた集積回路設計を通じて本物のチップの試作が可能]
							集積回路設計技術を用いて電気エネルギーを効率的に届ける

						
	
							
							
							[image: （上）本研究室で開発したナノ材料の様々な構造 （下）環境にやさしい新材料の探索として、酸化亜鉛（ZnO）ナノ構造の研究を行っている。]
							持続可能なエレクトロニクス材料及びデバイスの研究

						
	
							
							
							[image: 低消費電IoT実現ための電界駆動磁気スキルミオンに関する研究。 Nano Lett., 2019, 19(1), pp 353–361, DOI: 10.1021/acs.nanolett.8b03983]
							Toward Green IoT : 電子のスピンを用いた新規デバイス

						
	
							
							
							[image: HiPSツール:階層型ペトリネットを設計・解析・シミュレーション実行する統合環境　並列分散システムのモデル化 http://sourceforge.net/projects/hips-tools/]
							★設計を検証するって、とっても重要★　「100％バグフリー設計」を目指して!!

						




						

					

					
						

														
		お知らせ

		もっと見る

		
			2023.09.29
			米倉悠貴さん（修士課程1年、岡崎研究室所属）が「情報処理学会 第63回インターネットと運用技術研究会 (IOT研究会)学生奨励賞」を受賞
		



		
			2023.06.19
			青山諒仁さん（修士課程）が「インターネットと運用技術研究会学生奨励賞」を受賞
		



		
			2023.02.17
			本学科の山本静香さんと本学科卒の大川慎之介さんが，それぞれ，電気学会優秀論文発表賞Aとマグネティックス技術委員会研究奨励賞受賞を受賞
		



		
			2023.01.24
			本学科の大岡冬偉さんが情報処理安全確保支援士試験に合格
		



		
			2022.11.14
			田代准教授、脇若名誉教授らが日本AEM学会論文賞を受賞
		



		
			2022.09.28
			熊本城の崩落石材の元の所在特定ができる画像照合システムを開発
		

	



						

					

				

				
					卒業生からのメッセージ

					

				

			

			
				
					
						学内情報

						在学生向け学内情報はこちらから。

						詳しく見る
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